
駆け抜けた令和５年 

～スピード違反で捕まっちゃうよ～ 

 

令和５年もあとわずかとなりました。今年６６歳を迎える私にとって、１年とはこ

んなに早いものか・・・しみじみと実感しております。 

令和５年の年明けから、縮小されながらも正月の年中行事と５年度の予算編成が始

まりました。新年のあいさつに多くの方が来庁してくださり、また、各新年会等が続

きました。２月はアッと言う間に過ぎ去り、３月は私事ですが、町長選挙の準備を始

めました。ちょうど県議会議員選挙と時期が重なり、多忙なスケジュールとなってお

りました。そんな中、コストコの群馬県における開発完了検査や建物完成検査と、気

の抜けない毎日が続きました。コストコ側か

らは、明和町長ならどんな困難でも乗り越え

られると言われておりましたが、1 歩間違え

れば、コストコのオープンが出来ません。 

様々な困難がありましたが、県関係各課の

ご協力のもと、3 月８日にコストコ本体の検

査で、土地建物・周辺道路について全て許可

をいただきました。そして、3 月 11 日からの

プレオ－プン、４月２６日のグランドオープ

ンが発表になり、やっとほっとしました。 

【選挙会場にて 小渕優子自民党県連会長と】 



４月２３日は明和町長選挙でした。その翌々日の２５日がコストコオープン前夜祭

です。当日、出席予定の山本一太知事が都合により欠席になってしまい、知事の指定

席に突如私が入り、町村長としては異例のメインキャスト位置に立ちました。そんな

メイン席で鏡開きをさせていただいたせいか、その後、民放各社からの取材人に追わ

れておりました。また、各団体の総会等も多数あり、５月もあっという間に過ぎてい

きました。 

 

【満員御礼のコストコ群馬明和倉庫店】 

６月、７月も、明和町議会選挙を控えていたせいか、慌ただしい日々が続きました。

７月１８日の明和町議会議員選挙は、２８年ぶりの無投票となりましたが、新しい顔

ぶれの議員さん達が誕生しました。 

記録的な暑い夏が過ぎ、９月の定例議会では決算を行いました。令和４年度の決算

では、私が就任した当時と比べると借金が 21 億円減り、税収は２倍以上に増えまし

た。これまで多くの事業を行ってまいりましたが、「借金を減らして税収を上げた」と



いう手品のような事実を皆様にお知らせすることができ、町長として大変嬉しく思い

ます。 

 

 

 

 

 



１０月は、縮小しながらも 4 年ぶりの町民体育祭や秋の行事等が復活し、対応に追

われていました。他にも、建設予定事業(ホテルや健診センター、コストコ周辺)の詳

細についての打合せが沢山ありました。 

１１月は、新型コロナウイルス感染症の影響で中止となっていた研修等が再開し、

出張の多い月でした。 

１２月現在、多くの事業に携わっているまちづくり会社は、民間 7 社、自治体 2 団

体で 3 億 6 千万円の出資をいただいております。これは、あくまでも資本金であり、

病院を作る、健診センターを作る、ホテルを作るといった時には、それぞれ民間資金

を投資していただき、民間事業として行っています。まちづくり会社は土地の取得、

開発、建築確認をサポートする等、事業のコーディネートを担う企業調整をしていて、

施設管理料等で収入を得ています。民と官を繋ぐまちづくり会社によりスピードを上

げて事業を行うことができ、また、官との関係性から信頼度も高く、金融機関からの

借入もしやすくなり投資民間会社の収益にも寄与しています。 

 こうして色々な施設を誘致する事で町民の皆様の利便性が上がり、オールインワン

の町づくりが形成されていきます。これが今行っている明和町の活性化事業となりま

す。 

 町長の公務は、通常の業務だけでも時間を取られます。それに加え、町独自の事業

を行うことで、身体や経済面に何倍もの負担がかかります。それを理解しております

が、体力、知力も含めて、私にしか出来ない、私がやらなければという思いから、令

和６年も粉骨砕身の覚悟で取り組んでいくつもりです。与えられた時間や資源を無駄

にしないよう、スピードを緩めることなく駆け抜けていきます。 



あと何年出来るのか？あと何年身体が持つのか？できる限り皆様の期待に応えてい

きたいと思います。今後も、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

令和５年１２月２５日 

明和町長 冨塚もとすけ 

オールインワンのまちづくり 

♠ 


